
 
 

 

 

 

 

補助事業番号  28-1-091 

補助事業名  平成28年度 学術・文化の振興のための活動 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人 ユニジャパン 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 日本映画産業の振興を目的として、海外に向けては国際映画祭への日本映画の 

出品支援や情報発信の事業を行い、国内的には東京国際映画祭の開催を通じて、 

国際文化交流の促進と我が国の映像文化の発展を図ることをもって公益の増進に 

寄与する。 

 

（２）実施内容 

   第29回東京国際映画祭の開催 

 http://2016.tiff-jp.net/ja/ (URL) 

 国際映画製作者連盟公認のアジア最大の国際映画祭として、六本木ヒルズ、ＥＸシ

アター（東京都港区）を中心に都内各所にて、平成２８年１０月２５日（火）から 

１１月３日（木・祝）までの１０日間、第２９回東京国際映画祭を開催した。 

   主催：公益財団法人ユニジャパン（第29回東京国際映画祭実行委員会） 

   共催：国際交流基金アジアセンター ／ 東京都 

   支援：文化庁 ／ 経済産業省 

      補助：公益財団法人ＪＫＡ 

「コンペティション」部門：2016年1月1日以降に完成した長編作品を世界中から公

募し、今年は98の国と地域から、1502本の作品が選考対象となった。厳選な予備審

査を経た16本が上映され、コンペティション国際審査委員によって各賞の選定が行

なわれた。最高賞として東京グランプリはホロコーストという凄惨な歴史が現在に

投げかけている影を、ユーモアや恋愛を交えて描いた大胆な人間ドラマのドイツ・

オーストリア合作映画『ブルーム･オヴ･イエスタディ』（クリス・クラウス監督）が

受賞。 

「アジアの未来」部門：アジア（日本、中東地域を含む）で作られた新鋭監督の3本

目までの長編映画作品10本から最優秀作品1本を選出するヤングコンペ部門。その他、

「日本映画スプラッシュ」「JAPAN NOW」「日本映画クラシックス」「ワールドフォー

カス」「特別招待作品」「パノラマ」の各部門の上映、及び、ジャパンアニメーショ

ン特集他の多数の特集上映を行った。 

http://2016.tiff-jp.net/ja/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京グランプリ受賞 

『ブルーム・オヴ・イエスタディ』 

左から 

監督：クリス･クラウス 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ：カトリン･レンメ 

Ⓒ2016TIFF 

 

 

 

第29回東京国際映画祭 受賞者記念撮影 Ⓒ2016TIFF 

 

 

 

 



 
 

 

 

東京国際映画祭を広く一般に周知させ、国際映画祭を盛り上げる為に、以下の広

報活動を行った。 

   ・会場周辺、それ以外の地域店舗及び屋外にポスター・チラシの掲出と設置 

・インフォメーションの設置と運営 

・多彩なイベント実施 

                    

          

 

 

 

 

 

 

 

 

六本木けやき坂通り 

大屋根ﾌﾟﾗｻﾞTIFFコミュニティ広場 

 

インフォメーションカウンター         東京ﾒﾄﾛ 六本木駅 連絡通路 

 



 
 

 

 

六本木ヒルズアリーナで、誰もが楽しめる野外無料上映を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「“元気な熊本”を東京へお届けしたい！」という想いのもと、六本木 

ヒルズアリーナにて、トップシェフによる熊本の食材を使用したオリジ 

ナルフードコーナー「くまダイナー in 東京国際映画祭」を出店 

左から 行定勲(監督) 米村亮太朗(俳優) 姜尚中(政治学者) くまモン 



 
 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

イベントを含む観客動員数は181,031人。前年の数字（238,185人）より下がったが、前年

同様、JLOP事務局からの業務委託事業、及び、国際交流基金アジアセンターとの共同事業

を行う事により、この大きな数字を維持することが出来た。具体的には、六本木会場にEX

シアター六本木という大会場を追加、新たに国際フォーラムを活用、初の取り組みである

野外上映の実施もあり、歌舞伎座イベント共々、東京を多面的に活用する事が出来た。ま

た、アニメーション特集「細田守の世界」やJAPAN NOWでの岩井俊二特集等、日本映画の才

能を海外に向けて発信し、上記のような成果につながった。 

 但し、これらの予算は従来の取り組みには活用できないため、従来の協賛、賛助、支援、

補助といった民間、官公庁、自治体からの変わらぬサポートが前提にないと映画祭として

のきちんとした体制は維持できない事は付け加えたい。 

 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

公式プログラム    5,500部 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

Ｂ１ポスター      500部 

公式記録       5,000部 

チラシ       180,000部 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人ユニジャパン 

（コウエキザイダンホウジン ユニジャパン） 

住   所： 〒１０４-００４５ 

東京都中央区築地４－１－１ 東劇ビル１５Ｆ 

代 表 者： 代表理事・理事長 迫本 淳一（サコモト ジュンイチ） 

担 当 部 署： 管理グループ 経理ユニット（カンリグループ ケイリユニット） 

担 当 者 名： グループマネージャー 南 和夫（ミナミ カズオ） 

電 話 番 号： ０３―６２２６―３０２１ 

F A X： ０３―６２２６―３０２５ 

E - m a i l： kazuo.minami＠unijapan.org 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://unijapan.org/ 

http://unijapan.org/

